
電波センシングに基づく自動制御により、社会基盤として
利用が広がる無線通信の信頼性を提供。 

様々な周波数（マルチバンド）の電波状態を同時に把握し評価する電波センシング 

電波の混み具合を認識し、通信品質を維持する無線通信自動制御 

人が集まり電波が混雑する場所においても、情報伝達の確実性とリアルタイム性を実現 

ショッピングモールやイベント会場など多くの人が集まる実際の環境において効用を確認。 

～ 電波の混み具合を認識し、確実に情報を送り届ける ～ 

マルチバンド伝搬評価技術の活用 

ショッピングモールなど多くの人が集まる場所で、ロボットなどの無人機を確実に制御 

車が多く集まる交差点などで、周囲の自転車や歩行者の状況をリアルタイムに通知 

工場のプロセス監視や機械制御用無線機器の、異常発生時のアラームや障害回避への対応 
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AP：アクセスポイント 
ISM：Industry-Science-Medical 

電波センシング情報に基づいて 
無線通信を制御 

電波センシングに基づいて 
無線通信を自動制御 
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